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昭和46'-"'47年に秋田県内において検出した赤痢

菌の薬剤耐性について

茂木武雄＊ 金鉄三郎＊

1 まえがき

昭和46~47年に県内で分離した赤痢菌について，各種

抗生物質に対する耐性度を調べたので，その結果を報告

する。

I 供試菌株および使用薬剤

A 供試菌株

試験に用いた赤痢菌は表 1, 2及び3に示す菌株であ

る。すなわち，昭和4“F分離の50株， 47年分離の23株で

ある。

表 1 試験に供した赤痢菌（昭． 46)

菌 型 1菌株数l 内訳（保健所管内別）

Sh.sonnei l | 451犀：闘78，五城目 3
II II 21 5 I男鹿2'鷹巣3
言t I so I 

表2 試験に供した赤痢菌（昭． 47)

流行地区 1盆月fl菌 型 1菌株数

踪腐盃平目長 1~7. 4. 18--21 I Sh.sonnei 1 I 21 

表3 試験に供した赤痢菌（昭． 47)

菌 型 1菌株数 l 内訳（保健所管内別）

Sh.sonnei 1 I 2 I 男鹿 1,本荘 l

B 使用薬剤

次の抗生物質4種類を用いた。

1. Di hydro streptomycin sulfate (SM) 

（武田薬品工業KK製）

2. Chloramphenicol powder (CM) 

（三共KK製）

3. Tetracycline hydrochloride cryetaline Pow-

der (TC) 

（日本レダリーKK製）

4. Kanamycin sulfate (KM) 

（三共KK製）

皿検査方法

薬剤耐性試験は寒天平板稀釈法によって行なったが，

37°C20~24時間培養後， 肉眼的に赤痢菌の発育を認め

たものを耐性（＋）と判定した。

w 検査成績

IV 赤痢菌型

昭和46年に県内各保健所で分離した赤痢菌は，表4の

如く，合計53株であるが， Sh.sonnei 1が圧倒的に多

かった。昭和47年の分離株は，表5のとおり，合計25株

である。その中の23株は秋田保健所管内の集団発生時に

分離したものであり，菌型は Sh.sonnei 1のみであっ

た。

B 薬剤耐性成績

抗生物質に対する耐性試験の成績は次の通りである。

46年分離株では，表6及び7に示す如<,SMに対して

表4 昭和4碕三 (I月～12月），衛生科学研究所及び保健所に於て分離した赤痢菌々型成績

ミ～芝竺健所―胃 魯 農 盃 盗 9 合一

ここシ雲」＇1：竺塁芯］
Sh. sonnei l | | 61 18| 3| 1 | | | | | l l| | 7| | 

II I1 2 | 1 1 4 1 | 3| | 1 | | | I TI 
計 1 | 6| 23| 3| | 3| 1 1 | | uI I n 

計

3
 
45 

5
 
53 

＊秋田県衛生科学研究所

試験検査部細菌科
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表5 昭和47年 (I月～12)月，衛生科学研究所及び保健所に於て分離した赤痢菌々型成績

＼--分離保健所衛 秋 能 大 大 横 本

菌型`［：汀` ｀ ：［：ミ
Sh. sonno l |〔2iiiII I I 転 I I I 

計

25 

計 II 231 I I I _ I _j I JJ J_¥ 11 25 

註． 秋田保健所管内の菌株数は，赤痢集団発生時に分離した赤痢菌（ 〕内菌株数を含む。

表6 昭和46年分離赤痢菌の抗生物質に対する耐性検査成績

薬 剤 SM  CM  l 
菌 型贔記亙旦f100¥ sol 2s¥12.s¥6.2sl3_ 12sl1.s6¥o.7s¥o.39¥省 100| 50| 25112.5|6.25| 3. 1251 1.56 
Sh.sonnei l I 45 33| 

I I I | I 111 1J 
I 4C 341 

I I I I 
111 

” " 2 I 
5 s¥ I I I I I I I I 

5 51 
I I I I I 

i 

計
I 
50 381 

I | I I 11¥ 11 
| 50 391 

I I I | 
111 

耐 性 率（％） 7↓ 6.0% !100.0 78↓ .0% 
（ 

CM  TC  KM  

0.7810.391賞 100| 50| 25|12. 5|6.25|3. 125|l.5610.78|0.391賞 IOO| 50| 25|12.5|6.25|3. 125|l.5610. 78p.391賞
I I 45 381 I I I I 71 I I I 45 I I I I I 35¥ 101 I I 45 

115511111  1111  s 11111s111  Is  

I I 50 431 I I I I 11 I I I 50 --I-← 1 I I I 401 101 I I 50 
l00.C 8i6.0% l00.。 j100.o

表7 3種薬剤． 2種薬剤及び 1種薬剤耐性赤痢菌々株数 (IOOr/11!¢） （昭．46)

3 種 2 種 I 種
薬 剤

SM•CMI SM•TC I CM•TC SM  I CM  I TC  SM•CM•TC 計

菌
型‘`釘［：

100 100 
I 
100 
I 
100 100 I JOO 100 

Sh.sonnei 1 j 45 32 1 11 6 40 

” ” I 5 5 I 5 

計
I 
50 37 1 I I 6 45 

- -

耐 性 率（％） 74,0 2.0 I 2.0 12.0 90.0 

ー 42-



~
 

は供試菌の76%,CMに対しては78%,TCに対しては 長崎の集団発生）で分離した21株が，表8及び9に示す

86％がそれぞれ IOOr／霞ヽ濃度耐性を示した。またSM, 如く， CM100T/mtに対して100％の耐性を示したが，其

CM, TCの三種薬剤に対する 100r/“濃度耐性菌は供 の他の薬剤に対しては高濃度耐性は認められなかった。

試菌50株のうち37株の74％であった。 KMに対しては その他の分離株にあっては，表10及び11に示すとおりで

6.257/111ヽ 濃度以上の耐性は認められなかった。 SM, CM, TCの三種薬剤に対して供試菌2株とも10

47年分離株については秋田保健所管内（秋田市太乎目 or/“濃度耐性であった。

表8 昭和47年分離赤痢菌の抗生物質に対する耐性検査成績

茎：三~0%耐性率（％）

CM  

50~1.56 

I I I_LJ 

CM  TC  KM  

0.78F.391貪 1001 50 2sl12.sl6.25 3, 12511,56 0.7810.391省 100I叫25|l2.5|6.25|3.125卜．5610.78f. 391省
I I 
21 
I I I 叫 I I 21 I I I I I 91 121 I I 21 

I 100.0 I100.c !100.0 

表9 3種薬剤， 2種薬剤及び 1種薬剤耐性赤痢菌々株数 (IOOr/"ヽ） （昭．47)

2 種 1 種
薬 剤 l ―|---

SM•CMI SM•TC I CM•TC I SM  I CM  I TC 計羮ぞ□100| 100|  100[001:：：口I三
表10 昭和47年分離赤痢菌の抗生物質に対する耐性検査成績

薬 剤 SM  CM  

菌 型厄ふr11叫尋 25il2.5|6.25|3.125|l.540.78|0.391省 100| 50| 25|12.516.25| 3. 125|I.56 
Sh.sonnei I I 2 21 I I I I I | I I 

2 
I I I | I I 

↓ 
!100.0 10↓ 0.0% 耐 性 率（％） 100.0% 

。白…王三2
I 100. li()().0% |100. |100.o 
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表II 3種薬剤， 2種薬剤及び 1種薬剤耐性赤痢菌々株数 (1007/llll) （昭．47)

薬
計

菌 型

Sh.sonnei I I 
耐 性

3 種 2 種 1 種

剤 1玉西叶丑…芦←亨囀 SM | CM  |TC  

100 ~ 100 I 100 I 100 I 100 I 100 

100.2」―王］ □1: 2
 
率（％）

V むすび

秋田県内において昭和46年に分離した赤痢菌50株並び

に47年に分離した2株と集団発生例から分離した21株

（いずれもSh.sonnei菌）について．薬剤耐性試験を実

施し次の結果を得た。

1) SM, CM, TCの三種薬剤に対する IOOr/“濃

度耐性菌の出現は． 46年では74％に，また47年では集団

発生例からの分離菌を除く 2株（100%)に認められた。

2) 47年集団時の分離21株は， CM1007/“濃度に100

％の耐性を示した。

3) KMに対しては， 46~47年に分離した菌株のいず

れも1007/mヽ 濃度の耐性を示さなかった。

4) これまでSM耐性が高率であったが， CM耐性率

も次第に上昇して， 45年には77.4%,4碕こには78%,47 

年には100％に認められ注目された。
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